
４月６～１０日にかけて、中国・内モンゴル自治区のフルンボイル市で、第１回東アジアガンカモ類シンポジウム
が開催されました。中国、韓国、ロシア、モンゴルなど各国の専門家が５０名ほど集まり、東アジアのガンカモ類の
保全のための情報の共有、今後の研究の方向性について議論しました。財団からは日本で行われた衛星追跡の
総括を発表しました。日本、韓国などはモニタリングをはじめ、研究がすすんでいる一方、中国は国土が広大とい
うこともあり、十分な研究がすすんでなく、その状況をいかに改善するかに議論が集中しました。また、今冬日本
で行われるコクガンの捕獲＆衛星追跡調査に衛星送信機などの支援を中国からいただけることになりました。

最近、テレビなどによく登場するドローン。一見、単なるラジ
コン飛行機のようにも見えますが、防災、測量、映像制作といっ
たあらゆる分野で活躍しています。私たち財団もドローンを導入
し、環境調査に活用しています。沼に広がるハスの分布を調べ
たり、ハクチョウの羽数を数えたりと、今後も定期的にドローン
を飛ばす予定です。見かける機会があるかもしれませんが、安
全には十分配慮して飛ばしていますので、どうぞご安心下さい。



電気ショッカーボートによる駆除風景

今年度も電気ショッカーボートによるブラックバスの駆除を伊豆沼・内沼で行います。
電気ショッカーボートなどの駆除活動によってブラックバスの数は着実に減ってきており、今年度も駆除に

より更にブラックバスの減少を図りたいと想います。

業務補助

すずき そうし

４月より着任しました。
畑岡生まれの畑岡育ち、
伊豆沼の魅力を伝えます。

外来魚駆除活動バス・バス
ターズがもうすぐ始まります。
今年の活動は、5月21日（日）
から6月25日（日）までの毎週
日曜日、全6回を予定していま
す。多くの方々のご参加をお
待ちしています。

人工産卵床によるブラックバス卵の駆除数


